
毎年 8 月第 1 日曜日にたなか建築で開催される「わくわく元気まつり」。その収益金は社会福祉法人おお

すぎと明和町社会福祉協議会へ全額ご寄付いただいており、当協議会への寄付額だけでも、その総額は平成

１３年から累計で１７０万円を越える額となっています。そもそも、このチャリティーイベントを何故始め

ようと考えたのか。そこには２０年以上前に遡る田中社長のある「出会い」がきっかけとしてありました。 

 

17 年間、途切れる事なく開催してきたチャリティーイベント 

「わくわく元気まつり」その原点にあるもの。 
   

わくわく元気まつりは、例年、多くの来場者で賑わいます。企画から準備、当

日のスタッフ等、どのように運営されているのかお聞きすると、はにかみながら

田中社長は「FAX１枚流すだけなんですよ」とおっしゃいます。開催告知の FAX

を取引先や知人に送ると、毎年、多くの企業スタッフがボランティアとして企画

段階から駆けつけて下さるとの事。クレーン会社さんがクレーンで万国旗を天高

く吊った会場で、建設業者さんが本職さながらの飲食ブースを建設し、タイルや

木材をそれぞれの企業さんが無償で提供して催されるタイルアート教室や木工教

室等…。それぞれの強みを活かして毎年嗜好を変えておまつりを盛り上げてくれ

ています。「夏休みの一番の思い出になった」という子ども達の笑顔に出会い、

「まだまだ続けなあかんな、と勇気をもらうんです」と田中社長。一つ一つの出

会いを大切にされる田中社長だからこそ、バリアフリー建築の先駆企業として地

域から愛され、17年間途切れる事なく、地域の風物詩として、そして、地域住民

とボランティアスタッフの笑顔が交わる、かけがえのない場として続いているの

だと感じました。 

 「バリアフリー」今でこそ、聞き慣れた言葉ですが、２０年以上前はまだまだ一般的な言葉ですらありま

せんでした。そんな時に、あるお客様から「車いすでも安心して生活できる家を」と住宅改修のご依頼を

頂いた事がきっかけでした。経験はおろか知識もない中で、「どうすればお客様に喜んでいただけるの

か」悩み続けた田中社長は、福祉職の知り合いに紹介を得て、ある専門の先生を訪ねたそうです。初対面

にも関わらず、その先生は懇切丁寧にご指導をして下さったとの事。以来、先生のご指導のもと、バリア

フリー住宅改修は勿論の事、障がい者施設の建設も数々手掛けられ、2002 年にはハウスアダプテーション

～住まいのバリアフリー～コンクールにて優秀賞を受賞される等、バリアフリー建築分野を牽引して来ら

れました。一つの出会いが、新たな仕事、新たな出会いを生み、自分と会社を育てて下さる。その感謝の

気持ちを何か形にしてお返しできないか。田中社長のその思いが強まる中、ご指導頂いた先生が社会福祉

法人おおすぎの理事長に就任された事をきっかけに、チャリティーイベントを始められました。 

 

 

多くの人との「出会い」があって、今の自分がある。 

  

〒515-0321 多気郡明和町斎宮字東野 1497-45 

TEL  0596-52-5312  FAX  0596-52-6119 

信頼でひろがる協力の輪 

日本の伝統文化に触れる機会を… 

 応接室に飾られている茶室。興味本位で伺ってみると、たまた

ま、とある産業展に出展を頼まれて創作した組立式の茶室なのだ

とか。当初、販売や貸出しを考えていたそうですが、広報まで手

が回らず、今はイベントで依頼のあった時だけ無償で貸している

そうです。「子どもたちにもっと日本の伝統文化に触れてもらい

たい」そんな思いを口にされた田中社長。思わず「地域のお茶会

サロンに子どもを招いて使わせてもらえたら…」とお願いする

と、笑顔で「いつでも言って下さい」と。田中社長との出会いに

新たな地域づくりの始まりを予感し、心躍る取材となりました。

 

  

わくわく元気まつり 

平成３０年度協力企業等 
 

朝日ガスエナジー、旭建材、

雨宮、大喜多水道、奥野瓦工

業、オクノ電器、河辺タタミ

兄弟商会、妃翔、クリナッ

プ、坂谷木工、佐久間金物、

サンワ電業、シー・イー倉世

古、杉本家具工房、スミコウ

カーテン、菱田建材、松長木

材、明和クレーン、山村塗装

セイワ、中出均さん、秋山修

一さん 
 

他、多数の方々 

組立式茶室は 1 0 分で解体可能  

CSR 活動取材させて下さい！ 
 

うちの会社の活動を紹介して！地域の為に何か

したいと思っている！そんな企業担当者様、 

是非上記までご連絡ご相談下さい！ 

担当：山田・西中 

明和町内企業 CSR連載紹介 

たなか建築 代表 田中吉博氏 

 

 


